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論 文 内 容 要 旨
緑色野菜中の色素 クロロフィルは,光,微生物あるいはpH等によ り,容易に多種の分解物 に
変化 し,食品,飼料等に残存 したこれ らの分解物が入畜に対 して健康障害を与えた事例が数多 く
報告 されるようになった。食品中に存在する可能性の高 いクロロフィル関連化合物の構造式を
Fig.1に示す。これらの中,クロロフィルの脱マグネシウム且っ脱 フィチル化合物であるフェオ
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ぎに分解物生成機構 や生成因の究明のための微量定量分析 として,液体 クロマ トグラフィー


















煮 沸殺菌 にかえて保存料 ソル ビン酸 カ リウムを添加 して も,菌 数 の減少 に伴 いPYRO-aの生
成 が抑制 された。
クロ ロフィルa(CHL-a)に高菜漬物浸 出液 よ り調製 した有菌画分 と無菌画分 を作用 させ た結
果,PHEO-a,PYRO-aのいずれの生成 量 も有菌画分で明 らかに多 か った 。PHEO-aを基質 と し
た場合PYRO-aが産 生 され るが,そ の生 成 は有 菌画分 で大 で あ った。 漬物 中の主要 な菌2種
(1.actobacillus,En七erobacterium)を単 離 して作 用 させ る と,CHL-aからはPHEO-aおよ び
PYRO-a,P}IEO-aからはPYRO-aの生成が認 め られ た。
また ク ロロフ ィル は赤 血球 やあわ び中腸腺 内 の酵 素等 に よ り分 解 され,PHEO-a,PYRO-a
が生成 す る こと も明 らか とな った。CHL-aからMgの 脱離 したPHY-aは ウサ ギ赤 血 球 中 で
PHEO-aに,PYROPHY-aはPYRO-aを生 成す ることがわか った。CHL-aは5時間後 に半 分 に





















化合物 のウサギ赤血球に対す る強い溶血反応に注目し,これを指標として細胞障害作用を評価 し
た。また食品中にはPYRO-aやPHEO-a以外にもフェオフィチン等の油脂の酸化を促進す る物
















最 も強い。CHL-a,bはそれ自体では溶血作用は殆 ど認められないが,酸等の外的因子が加え ら
れると急速に脱Mg,更に脱 フィチル化合物となり作用を引き起すこととなる。 また脱Mg化 合
物となると赤血球中の酵素等により容易に脱フィチル化合物が生成 さ亀 障害作用が強 くなり得
ると推察された。
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審 査 結 果 の 要 旨
グロロフィルは天然色素として食品中に含まれることが多いが,容易に多種の分解物に変化 し,
食品中に残存 したこれ ら分解物は,入畜に対 して健康障害を与えることが知 られている。本論文
は,クロロフィルの脱Mg,脱 フィチル体であるフェオフェルバイ ド,ピロフェオフォルバイ ド
を取 り上げ,これ ら化合物の食品申への残存の実態調査 と毒性発現の機構 について検討している。
まず市販の食品にっいて,これ らクロロフィル分解物を迅速に測定する方法 として薄層 クロマ
トグラフ法および高速液体 クロマ トグラフ法を確立 し,実態調査に応用 した。その結果,健 康食
品や重要な保存食の一っである緑色野菜の塩蔵加工品中には,これらの種々の分解物がかな りの








質過酸化促進作用があ り,この作用 と毒性発現 との間には密接な関連性のあることを示 した。
またこれらクロロフィル分解物の簡便な毒性スクリーニング法の開発を目的とし,赤血球の溶
血反応を利用する方法を検討 した。その結果,溶血反応の強さと化学構造 との間には一定 の関係
が存在 し,毒性と関連性があることを示 した。すなわち,その強度か らクロロフィル関連化合物
は3っ の型(Mgと フィチル基をもっもの,脱Mg体 および脱Mg,脱フィチル体)に 分類でき,
それぞれが毒性の発現 と関連づけられることを明 らかにした。
さらに種々の培養細胞を用いてクロロフィル分解物の細胞障害性を調べ,毒性 との関連性 を検
討 した。
以上本研究は,クロロフィル分解物の食品中への残存を検査す る簡便な方法を開発 し,っいで
これ ら化合物の毒性発現の機構を明らかにしたものであり,博士論文 として十分価値あるものと
認める。
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